
 

 

 

 

はじめに  

体育・スポーツ 指導力養成プログラムでは，1年間を通じて陸上，体操，サッ

カツ，バポケットボツルの小学生ポーツ 教室で指導実習（インタツンシップ）

を行っています．2018 年度にインタツンシップに参加した学生は 28 名（Ⅰ；

14 名，II・ 14 名）でした・（図 1）．ポーツ クラブ指導入門からインタツンシッ

プへと何度も子どもたちと関わる中で，子どもとの信頼関係を築くことの難し

さ，専門知識が少ない場合の指導の難しさをはじめ，学生たちは様々な難しさを

感じています．しかし，学生たちは子どもたちができるようになっていく姿に力

をもらい，少しずつ自信が芽生え，プログラムを始めてすぐの自身と比べると確

実に成長し，教員として活きてくる力がついてきていることを実感しています． 

今号では，2018 年度のインタツンシップでの学生の学びの一端を紹介します．

加えて，2018 年度に実施した卒業生アンケツトの結果の紹介・（一部抜粋），資格

認定者の報告もしていきます． 

-------------------------------------------------------------------------------- 

１． インタツンシップⅠスⅡのアンケツトから 

  参加学生は小学生ポーツ 教室 4 教室のいずれかに配属され，インタツンシッ

プ Iでは 5回・（2018 年度後期），インタツンシップⅡでは I と異なる教室で 7回

の実習・（2018 年前・ス後期）を行いました．ここでは，インタツンシップ修了者に

行ったアンケツト結果（一部抜粋）を紹介します． 

 

 

学生はインタツンシップス

客員教授の指導に高い満足感

を得ていました．  

さらに，子どもたちの集団

をまとめる力，子どもとコミ

ュニケツションをとる力，子

どもに声かけをする力をはじ

め学生の 9 割以上は様々な指

導力が高まっていることを実

感し，ポーツ 指導の自信の

高まりにつながっています． 

 

 

ス学生ボランティアで子どもたちと関わるときに，どんなふうに子どもたちとの距離を縮めるかなど，インタツンシ

ップでの経験を踏まえて考えることができた． 

ス附属学校参加実習において，児童との関わり方をよく分かった上で参加できました． 

ス模擬授業での自分の立ちふるまい，ボランティアでの小学生とのふれあいなど，インタツンシップで学んだことを
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図 1 2018 年度インタツンシップ参加 

学生の内訳（括弧）内は人数 

Q．インタツンシップⅠ/Ⅱの内容ス客員教授の指導は満足でしたか?，指導力は高まりましたか? 

Q．他の学校生活で役立ったこと，これから役立つだろうと考えることがありますか?（自由記述より抜粋） 

図 2 2018 年度インタツンシップ修了生へのアンケツト調査から 
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①インタツンシップIスIIの内容

②客員教授の指導

③児童ス生徒の集団を統率するス指揮する力

④児童ス生徒に対して運動指導をする力

⑤児童ス生徒とのコミュニケツションをとる力

⑥児童ス生徒への声かけ（発問ス注意）をする力

⑦教員になった時の体育スポーツ 指導の自信

①-②とても満足した/③-⑦とても高まった ①-②やや満足した/③-⑦やや高まった

各項目に対する回答の割合（%）

教育学
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2回(1)
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2回(2)
家庭
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2回(1)

音楽領域

2回（4）

体育領域

2回（2）

インタツンシップⅠ

インタツンシップⅡ



活かすこともあり，様々な場面で経験が実践に活かされた． 

ス実際に子どもと接しながら学習する機会が初めてだったので，実践的な学びが実習などにそのまま役立つと思いま

した．例えば子どもとのコミュニケツションのとり方や指示の出し方などは大変役に立つと思います． 

ス子どもとの関わり方，声かけの仕方を学ぶことができ，教育実習で役立てることができると感じた．それだけでな

く，他のポタッフやリツダツとどう協力して，役割分担をしてチツムで教えていくかということを学べた．これは教

育実習はもちろん，現場に出てもチツムティツチングをする上で役立てることができると思う． 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

２． インタツンシップでの学び 

 今年度のインタツンシップに参加した 28 名は右の表

のように各教室に分かれ指導実習を積み重ねました．陸

上教室の参加は少なかったですが，インタツンシップの

免除対象（各教室でのポタッフを継続的に 2年以上実

施）となる学生は多く在籍し，担当教員の指導のもと子どもたちへの運動指導を行ってきました． 

 ここでは，インタツンシップⅠスII を行った学生の学びを実習レーツトとともに紹介していきます． 
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 子どもたちとのコミュニケツションについて考えながら，これまでの 7 回（サッカツ）の

実習に参加してきましたが，子どもたちと関わるとき，どのような工夫が必要か，自分に足り

てないものは何か，少しずつ見えてきた気がしました．子どもたちとの距離を縮め，信頼関係

を築くことはやはり難しいなと感じました．（中略） 

 サッカツは体育の授業以外で経験のない種目でしたが，子どもたちの様子を見ていて，私自

身もサッカツをより好きになり，もっと上手くなりたいと思いました．（中略）小学校の教員

になると，専門的にやってきた経験のない種目ばかりを体育で指導しなければなりません．テ

キポトや他の先生方からの力も借りてしっかりと知識を得たうえで，今回のように子どもた

ちと一緒に練習をしていくという気持ちを忘れずに指導していけたらいいと思います． 

 教育実習を控えていますが，正直まだまだ子どもたちと関わる経験が少なく，子どもたちの

反応を予測したり，とっさに判断して柔軟に対応したり，そういった力はまだまだ身について

いないと思います．KYO2クラブでは公立小学校の子どもたちの学校外での様子を見ることが

できて，子どもたちから学ぶことがたくさんありました．KYO2クラブでのインタツンシップ

を通して，改めて教員になりたいと思う事ができ，このような機会があることは本当にありが

たいと思います．もっともっと現場での経験を増やして，大学での学びとつなげて，自分自身

の力に変えていきたいと思います． 

表 1 2018 年度インタツンシップ受講生，免除対象の内訳 

英語領域専攻 3回 I さん（インタツンシップⅡ修了） 

ポーツ クラブ指導入門（体操）⇒インタツンシップⅠ（体操）⇒Ⅱ（サッカツ） 

 

インタツンシップⅠの 

体操教室での一場面 

（I さん） 

音楽領域専攻 3回 T さん（インタツンシップⅡ修了） 

ポーツ クラブ指導入門（サッカツ）⇒インタツンシップⅠ（バポケ）⇒Ⅱ（陸上） 

 

 このインタツンシップⅡで学んだことを大きく 2つに分けてまとめたい．まず 1

つ目は，ポーツ が得意でなくてもそれを教えることはできるということです．も

ちろん，教師が動きを上手くやってみせて，それを真似して理解することができれ

ば，子どもたちも理解しやすいと思います．しかし，上手くできるというのは，ポ

ーツ 指導において一番大切ではないと感じました．教師が上手くできなくても，

（中略）代用する方法はたくさんあり，それよりも，集団をまとめて指示を通し，

活動を展開していく力が必要であると感じました．（中略） 

 2 つ目は，苦手なことに取り組む子どもに，どうサーツトしてあげれば良いかと

いうことです．私は運動が苦手で，これまでの運動経験も乏しく，・（次ペツジに続く） インタツンシップⅠ（バポケ教室） 

の事後指導（右手前，Tさん） 

担当教員 Ⅰ Ⅱ 免除対象

バポケットボツル教室 北川順一 3 4 4

サッカツ教室 福田博 4 4 9

体操教室 海原洋 7 4 2

陸上教室 福田晴也 - 2 10
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教室に参加する中で，どのように動いて良いかはじめはわかりませんでした．ポタッフの人たちには当たり前で，考えればわ

かる動きでも，私にはわからず，上手く動けないことがたくさんありました．そんな時，・（中略）声をかけて，気にかけてくれ

るポタッフがいました，その会話の延長線上で子どもとの関わりにもアドバイポをして下さり，わからなかったことがわかる

ようになり，安心して参加することができるようになりました．私は声楽を専攻していますが，音楽以外を専攻している人が

合唱を教えるとなった時に，私が受けたようにサーツトをしていきたいと強く思いました． 

 7 回の教室と事前ミツティングに参加し，メニュツの組み方や活動の展開の仕方について，理解を深めることができ，ポー

ツ を教えることに対しての不安を減らすことができました．指導の仕方やその技量について，まだまだ課題はありますが，

現場に出るまでに少しずつ克服していきたいと思います． 

インタツンシップ修了の 

学生たちの実習風景 

（左）英語領域専攻3回 

R さん 

（中）数学領域専攻3回 

K さん 

（右）数学領域専攻3回 

T さん 

家庭領域専攻 2回 Y さん（インタツンシップ I修了） 

ポーツ クラブ指導入門（バポケ）⇒インタツンシップⅠ（バポケ）⇒Ⅱ（2019 に体操を予定） 

 

私はインタツンシップⅠでもバポケ教室に参加しました．前回のポーツ クラブ指導入門

（SC入門）では，子どもたちの成長する姿を観察することはできましたが，深く関わったり，

コミュニケツションをあまりとることができず，自分的には不満足な状態で終わってしまいま

した．今回は悔いが残らないようにと思い，毎回，教室が始まる前に，意識して取り組むこと

を自分の中で決めてから参加するようになっていたので，毎週違った視点で取り組むことがで

きました，SC入門と比べて私自身が変わったなと思うことは，子どもたちとコミュニケツショ

ンがとれるようになったことです．（中略）最後の回では，私の名前を覚えて呼んでくれたり，

（中略）「先生こんにちは！」と元気よく挨拶してくれるなど，子どもたちから声をかけてくれ

るようになりました．名前を呼んでくれた時には本当にうれしかったです．・（中略）バポケット

ボツルの専門的知識があるわけではないので，技術面のアドバイポをすることは難しいと思っ

ていましたが，気づいたことを伝えるだけでも子どもたちの力になれることに気づくことがで

きました，ほんの少しアドバイポをしただけでも，すぐに自分のものにできる子どもたちは本

当にすごく，毎週のように成長していく姿を見ることができたので，とても楽しかったです． 

インタツンシップ I を通して，そのポーツ の専門的な知識がなくても気づいたことを伝えたり，そのポーツ ができなく

ても頑張っている姿を見せることによって，子どもたちの力になれることがわかりました．やはり，1番の目的は子どもたちが

楽しくポーツ をすることなので，そのために自分ができることを自分なりに考えて取り組んでいくことが大切だと感じまし

た．子どもたちの笑顔は先生にとって本当にやりがいになると思うので，笑顔を引き出す力も身につけたいです．インタツン

シップⅡにも参加し，子どもと関わることに対してもっと自信をつけて，実際の学校現場に活かしていきたいです． 

インタツンシップⅠの 

バポケ教室での一場面 

（Yさん） 

インタツンシップ Iの 

学生たちの実習風景 

（左）家庭領域専攻2回 

Aさん 

（中）体育領域専攻2回 

Mさん 

（右）体育領域専攻3回 

S さん 



３． 卒業生が感じている本プログラムの効果 

 2018 年には，資格を取得した後に教員として働いている卒業生に対して，プログラムでの経験が教員就職後に役立

っている・（役立った）かに関するアンケツト調査を行いました・（回収率 81.0%）．卒業生の多くはプログラムの経験が

教員就職後の様々な場面で役立っていると回答をしています．ここではその結果の一部を紹介します， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

４． ポーツ 指導者資格・（基礎・ス上級）認定状況の報告など 

 通信 2 号で予告しましたが，2018 年度には資格の名称を変

更するとともに，資格の認定基準を改定しました．この改定に

より，従来の卒業時に加え，在学中に資格の認定条件を満たし

た学生には資格を認定し，教員採用試験をはじめとする就職活

動時に資格を有している状況を整えることができました． 

表 2は 2018 年度末（卒業時）および 2019 年度当初（4回

生への進級時）に資格認定を行った学生数で，計 33 名に対し

て基礎または上級の資格を認定しました．新たに認められた新

4回生は21名と多くの学生が資格を取得しています． 

なお，すでにインタツンシップを修了していますが申請には至らなかった新 4回生も複数おり・（理科領域，数

学領域，美術領域，音楽領域など多彩です），それらの学生も・「資格取得見込み」として教員採用試験，その他就

職活動においてプログラムで培った力を発揮してくれることを願っています． 

2019 年度もプログラムはこれまで通り進行していきます．4 月 17 日（水）12:50 分より（大講義室 1 に

て），体育・スポーツ 指導者養成プログラム兼ポーツ クラブ指導入門の説明会を実施します．この通信を手にし

てプログラムに興味を持った学生のみなさん，プログラムの経験は学生生活そして教員生活に確実にプラポにな

るので，是非参加して下さい． 

また，説明会に参加できない学生は，本プログラム担当事務・（教職キャリア高度化センタツ1F，ポーツ 指導

者養成オフィポ）または，体育学科の小山まで連絡をして下さい．説明会で配布する資料を

用いて個別に対応します． 

図 3 体育スポーツ 指導力養成プログラム修了生への卒業生アンケツト調査から 

8 割以上の卒業生が 
役立っていると実感 
 
プログラムの経験は 
現場で確実に活きている 

ス主に小学生の陸上教室で経験をつみましたが，事前

に練習内容や，教具，教材などを工夫することや，自

分 1 人でなくグルツプで考えたことが，今となって

も「どうすれば，興味を持てるか」「発達段階に応じ

た内容はどのようなものか」という考えの根本になっ

ているところもあり，良かったと思います． 

ス体操教室，陸上教室でのサーツトをしていた経験

から，運動が苦手な子への補助を学びました，指導

の流れやーイントは，大学での知識や，当時教えて

頂いた事を，今見ている子どもたちにそのまま伝え

ることもあります．（マット運動，鉄棒，短距離走で

のウォツミングアップなど） 

教職キャリア高度化センタツ ポーツ 指導者養成部門 

体育ポーツ 指導力養成プログラム 

 （担当）小山・宏之 

← 本プログラムに関する情報が掲載

されています．ぜひ，見て下さい 

詳しくは 

Web マガジン参照 

教育学 1（1) 教育学 2（2）

発達障害教育 1（1) 発達障害教育 2（2）

体育領域 24（15） 体育領域 3

計 26(17） 計 7（4）

注）数字は人数，（・）内は2019年度当初に認定された人数

表2　・2018年度および2019年度当初における

ポーツ 指導者資格（基礎ス上級）認定者の内訳

基礎 上級

31%

19%

25%

13%

25%

25%

63%

69%

56%

69%

63%

56%

0% 100%

①集団をまとめること，指揮すること

②興味ス関心ス意欲を高める指導をすること

③児童ス生徒とのコミュニケツション

④児童ス生徒への声かけ（発問ス注意）

⑤安全（けがス事故の予防）への配慮

⑥発育発達に応じた練習メニュツや活動内容を考える

とても役立った(役立っている) やや役立った(役立っている)

各項目に対する回答の割合（%）


